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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月27日(2012.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された基準クロックをＮ（Ｎは自然数）逓倍した第１変換クロックと前記基準クロ
ックをＮ×Ｋ（Ｋは自然数）逓倍した第２変換クロックとを生成するクロック生成部と、
入力されたＮビットの第１のパラレルデータ信号を、前記第１変換クロックに同期して第
１のシリアルデータ信号に変換して出力する第１のパラレル／シリアル変換部と、
　入力されたＮ×Ｋビットの第２のパラレルデータ信号を、前記第２変換クロックに同期
して第２のシリアルデータ信号に変換して出力する第２のパラレル／シリアル変換部と、
を有し、
　前記第２のシリアルデータ信号は、前記第１のシリアルデータ信号をパラレルデータ信
号に変換するためのクロック信号であること
　を特徴とする送信装置。
【請求項２】
　入力された基準クロックをＮ×Ｋ（Ｎ、Ｋは自然数）逓倍した第１変換クロックと前記
基準クロックをＮ逓倍した第２変換クロックとを生成するクロック生成部と、
　入力されたＮ×Ｋビットの第１のパラレルデータ信号を、前記第１変換クロックに同期
して第１のシリアルデータ信号に変換して出力する第１のパラレル／シリアル変換部と、
入力されたＮビットの第２のパラレルデータ信号を、前記第２変換クロックに同期して第
２のシリアルデータ信号に変換して出力する第２のパラレル／シリアル変換部と、を有し
、
　前記第２のシリアルデータ信号は、前記第１のシリアルデータ信号をパラレルデータ信
号に変換するためのクロック信号であること
　を特徴とする送信装置。
【請求項３】
　前記第２のパラレルデータ信号を可変に設定するパラレルデータ設定部をさらに有する
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ことを特徴とする請求項１または２に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記クロック生成部は、前記基準クロックに基づいて発振し、第１中間クロックを出力
する第１の発振部と、
　前記第１中間クロックを分周して分周クロックを生成する分周部と、を含み、
　前記第１中間クロックまたは前記分周クロックを、前記第１または第２変換クロックと
することを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の送信装置。
【請求項５】
　前記第１中間クロックを遅延させる遅延部をさらに有し、
　前記遅延部で遅延された遅延クロックを前記第２変換クロックとすることを特徴とする
請求項４に記載の送信装置。
【請求項６】
　前記第１変換クロックと前記第２変換クロックの位相差を設定する位相調整部をさらに
有することを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載の送信装置。
【請求項７】
　第１および第２変換クロックは位相と周波数とが一致することを特徴とする請求項１な
いし６のいずれかに記載の送信装置。
【請求項８】
　前記第１および第２変換クロックは、前記クロック生成部で生成される同一の信号であ
ることを特徴とする請求項７に記載の送信装置。
【請求項９】
　前記第１および第２のシリアルデータ信号を出力する出力部をさらに備え、
　前記出力部はバッファもしくは差動信号を出力する差動出力回路であることを特徴とす
る請求項１ないし８のいずれかに記載の送信装置。
【請求項１０】
　前記差動出力回路は、小振幅差動信号を出力するＬＶＤＳドライバであることを特徴と
する請求項９に記載の送信装置。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれかに記載の送信装置と、
　前記送信装置から出力された前記第１のシリアルデータ信号を、前記第２のシリアルデ
ータ信号に基づいて第３のパラレルデータ信号に変換する受信装置と、
　を有することを特徴とする通信システム。
【請求項１２】
　前記受信装置は、前記第１のシリアルデータ信号を、前記第２のシリアルデータ信号に
同期して前記第３のパラレルデータ信号に変換するシリアル／パラレル変換部を有するこ
とを特徴とする請求項１１に記載の通信システム。
【請求項１３】
　前記受信装置は、前記第２のシリアルデータ信号に基づいて発振し、第２中間クロック
を出力する第２の発振部と、
　前記第１のシリアルデータ信号を、前記第２中間クロックに同期して前記第３のパラレ
ルデータ信号に変換するシリアル／パラレル変換部を有することを特徴とする請求項１１
に記載の通信システム。
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